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令和６年度 第１回社会教育委員会議議事録 

 

【日時】令和６年（2024 年）７月 12 日（金）15：00～17：00 

【場所】生涯学習センター 第一学習室 

 

【出席委員】 

    議  長  梨本 加菜         副 議 長  櫻井 聡 

委  員  臼井 護          委  員  浦野 千鶴 

    委  員  加藤 直保子        委  員  河井 眞二 

    委  員  小林 純子         委  員  常田 風花 

    委  員  八矢 信宏         委  員  林  但 

    委  員  藤沼 直美         委  員  山岸 雅人 

    委  員  吉田 晴美          

 

【欠席委員】 

     委  員  志村 直愛         委  員  蛭田 道春          

 

【事務局出席者】 

    教育総務部長    古谷 久乃     生涯学習課長   杉山 賢一 

同課主査      島内 さおり    同課主査      森 雅敬 

同課主査      川本 真由美    同課主任     遠藤 雅弘       

同課アシスタント  大石 紀子     美術館運営課長  岡本 剛彦 

同課 学芸担当課長 冨田 康子       地域コミュニティ支援課長 

村野 勝  

同課総務担当主査 永易 真理子    中央図書館館長  柿原 美奈 

博物館運営課長  北山 剛 

 

１ 開会 

 

定刻どおりに会議を開始した。会議の傍聴希望者は０名。委員改選後、初めての会議の

ため、議長が互選されるまで、事務局が司会を務める旨を告げた。また、議事録の取り扱

い、情報の開示とそのために会議内容を録音していることについて説明した。 

 

２ 辞令交付 

 

教育総務部長が、出席委員に社会教育委員の委嘱の辞令交付を行った。 
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各委員から自己紹介を行った。 

 

３ 部長挨拶 

 

教育総務部長から、挨拶を行った。 

 

４ 事務局職員紹介 

 

事務局である教育総務部生涯学習課職員の紹介を行った。 

 

５ 資料確認 

 

事前配布資料と当日配布資料の確認を行った。 

 

６ 定足数について 

 

出席委員は 13名で、出席者が半数を超えるため、社会教育委員会議規則第４条第１項

に基づき、会議が成立していることを報告した。 

 

７ 社会教育施設職員を紹介 

 

報告のために出席している文化スポーツ観光部美術館運営課職員、民生局地域支援部地

域コミュニティ支援課職員、中央図書館職委員および博物館運営課職員の紹介を行った。 

 

８ 報告 

 

事務局より、施設ごとに説明後質疑応答を行い、美術館運営課および地域コミュニティ

支援課は、それぞれの質疑応答が終わり次第退席する旨を告げた。 

 

（１）  令和５年度 横須賀美術館 事業報告について 

 

美術館運営課長が報告を行った。 

 

＜質疑応答＞ 

委  員 取材実績について。ジブリ展その他特筆すべきことがたくさんあるが、例年に

比べて件数は多いのか、かなり変わっているのか。 
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美術館運営課長 ジブリ展の分だけ多かったと思うが、それ以外の展示会においても積極的に事

前に内覧会やプロモーションをした結果、取り上げられる件数は平均していい

状態をキープしている。 

 

（２） 令和５年度 コミセン講座開催実績および令和６年度 コミセン講座開催予定について 

 

地域コミュニティ支援課長が報告を行った。 

 

＜質疑応答＞ 

委  員 スマホ講座やバリスタ講座が人気だったようだが、講師の方は、基本的に地域

の方なのか。どのような方なのか気になった。 

 

地域コミュニティ支援課長 講師の方は、地域の方ということではなく、事業者の方に説明などを行ってい

ただいていた。 

 

委  員 講師料は講座によって色々あると思うが、だいたい１万円くらいなのか。先日、

自分が受講した講座の講師料もこんな感じなのかと思ったが。 

 

地域コミュニティ支援課長 その先生の講師料がいくらだったかは、答えに窮するが、講座の内容や講師の

方の専門性・経験といったところをふまえ、大学教授や学識経験者のような方

だともう少し支払っている。ただ、公で実施するということで、一般的な講師

料より抑えた金額でお引き受けいただいている。 

 

委  員 コミュニティセンター（通称コミセン）というのは、横須賀市内にいくつある

のか。トータルで９つのコミュニティセンターそれぞれが管理するというシス

テムのようだが、それで横須賀市の全部のコンテンツがカバーされているとい

うことか。 

 

地域コミュニティ支援課長 説明不足で申し訳ありません。９つというのは、行政センターと建物が１つに

なっているコミュニティセンターのことを指しており、それ以外に我々は単館

コミセンと呼んだりする。コミュニティセンターだけの建物であったり、ある

いは他の施設と複合になっているようなコミュニティセンターもあり、それら

を合わせると全体で 22になる。 

 

委  員 そのうち９つはこういう形で講座の企画が動いている。その他の単館コミセン

では、なかなか独自の講座の企画運営というところまでは、まだまだこれから
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の課題ということで考えてよろしいか。  

 

地域コミュニティ支援課長 全くないということではないが、施設柄スタッフが限られているところもあり、

なるべく行政センターのような、その地域の中では比較的便がよく、立ち寄り

やすいところで主に開催しているというのが現状である。 

 

委  員 今後のいろいろな検討課題で、考えていたければと思った。 

 

（３） 中央図書館 令和５年度事業実績及び令和６年度事業の概要について 

 

中央図書館長が事業実績報告および概要説明を行った。 

 

＜質疑応答＞ 

委  員 追浜駅前図書館の計画について。非常に規模も大きく、これから素敵な図書館

になるのではないかと思っている。例えば、直営ではなく、民間連携も含めて

開館時間を長めにしたり、商業ビルというところであれば、様々な方が来られ

るような工夫をしたり、今まであった図書館と違うような性格をもっていると

か、そういった見通しを少し教えてほしい。 

 

中央図書館長 今求められている図書館の形を考えていきたいと思っている。ただ、現在、素

案をまとめる準備をしている段階なので、もう少しお待ちいただきたい。 

今あるものをそのままということではなく、街づくりと合わせた図書館にして

いきたいと考えている。 

運営手法についてはこれから検討をしていくところなので、明確にこういう形

でというところは今のところ決まっていないが、民間連携を含めて新しいアイ

デアなども取り入れていきたいと考えている。 

 

委  員 電子書籍のことだが、2021 年にその話がこの社会教育委員会議の中であり、そ

の時、電子書籍の貸し出しは重要であるが、予算が大変だという話で確か終わ

ってしまったと思う。その電子書籍の貸し出しに対する予算がやっととれたの

か、それとも安くなってきたのか、どのような背景があるのか。 

 

中央図書館長 予算的にはなかなか厳しいところではあるが、今回サイトを構築するにあたり、

国からの補助金も活用して進めているところである。 

書籍自体はまだ安くはなっていない段階。今後も利用状況等を見ながら進めて

いきたい。 
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委  員 最近、大谷翔平に関する本を何冊か借りて読んだところ、書いてある情報が新

しいと思って発行日を見たら、ごく最近発行された本も多くあった。 

確か図書館には、買って欲しい本を書いて出すと、買ってもらえるかもしれな

い仕組みがあると思うが、どんな感じで申請するとだいたい通るものなのか。 

 

中央図書館長 読みたい本のリクエストを受け付けている。ただ、リクエストされたものを全

て購入しているわけではなく、リクエストの状況やその著者の本がどれくらい

借りられているかなどの状況を見ながら購入を進めている。 

 

委  員 セルフの貸し出しサービスが令和５年から開始された。私はそれ以前に、北図

書館でカウンター業務をしていたが、その頃は日曜日など、本を借りる人が入

口付近まで並んでしまい大変な作業量だった。 

その後、浮いた作業時間というのはレファレンスであるとか、予約の確保とか

そういうことに回している感じか。 

 

中央図書館長 そういうところに回っている部分もある。セルフ貸し出しサービスを導入する

にあたって、職員数が少し減っているところもあるので、丸々その分がレファ

レンスという形にはなっていないとは思う。 

当初これを導入するとき「使い方がわからない」という声がたくさん来るので

はないか等すごく心配して、必ず職員を一人カウンターに置くということをや

っていたそうだが、拍子抜けするぐらい何もなく良かったという状況だった。 

 

（４） 令和５年度 横須賀市自然・人文博物館 事業報告について 

 

博物館運営課長から報告を行った。 

 

＜質疑応答＞ 

委  員 先日、博物館で学芸員の方とお話をする機会があり、外に向けて情報発信をし

たり、地元の商店街とのコラボを積極的にやったりしているということがとて

も印象に残った。 

学芸員の方は、ただ展示して見に来てくれるのを待っているだけではダメで、

もっと自分たちから外に出て、色々な方と繋がることで、もっともっと博物館

のことを知ってもらいたいと言っていた。他の施設もそうだと思うが、すごく

アグレッシブにされている印象がある。さまざまな問題があるが、博物館をも

っともっと良くしたいというふうにおっしゃっていて、とても心強かった。こ

の辺で何かあれば、もう少し話を聞かせてほしい。 
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博物館運営課長 事例を紹介すると、上町で「うわまつり」というイベントに参加した。こち

らは７～８年前から継続して、博物館が上町の通りに出向き『お出かけ博物館』

ということを行っている。 

また、昨年度については、県立保健福祉大学で行われた『わんぱくフェスティ

バル』などで『お出かけ博物館』として博物館資料を展示するなど、色々なイ

ベントをしている。 

また、博物館に関する発信については、ホームページの他、SNS 等でも行って

いる。 

待っているだけではなくて、博物館をいかに皆様に知っていただくために、ま

た知っていただきたいという思いから、色々な取り組みを 現在進めていると

ころ。 

今年度も博物館の中で、できること・できないことはあるが、頑張っていきた

いと思っている。 

 

（５） 令和５年度 生涯学習課の事業概要について 

 

生涯学習課長より説明 

 

＜質疑応答＞ 

（質疑なし） 

 

報告者は退席する旨を告げた。 

 

中央図書館説明委員・博物館運営課説明委員退出 

 

９ 令和５年度神奈川県社会教育委員連絡協議会 総会について 

 

事務局より報告 

令和６年６月 10 日（月）開催。出席委員は河井委員、山岸委員。 

神奈川県社会教育委員連絡協議会というのは、横須賀市を含め県内 33 の市町村の社会

教育委員の情報交換や研修をする団体。総会の後、研修という意味で鈴木眞理先生の講演

会があった。 

また、来年度・令和７年度には神奈川県が会場となり、関東甲信越と静岡の大きな社会

教育の研究大会が行われるので、委員の皆さんのお力添えをいただければと思う。 
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山岸委員はこの大会のための専門部会・研究部会の方で、副会長のお仕事をされている。

今後、報告や協力のお願いというのも伝えていくことになるのでよろしくお願いいたしま

す。 

 

10 議事 

 

（１） 議長・副議長選出 

 

社会教育委員会議規則第２条第１項に基づき、議長、副議長を互選した。 

協議において、議長、副議長については委員からの推薦が挙がり、出席委員の拍手承認

により、梨本委員が議長、櫻井委員が副議長を務めることが決定した。 

 

（２） ＰＴＡ協議会への補助金の支出について 

 

事務局から説明を行った。 

 

〈質疑応答〉 

（質疑なし） 

 

議  長 本件について承認でよろしいか。 

（異議なし） 

 

（３） 令和６年度社会教育委員会議の審議テーマについて 

 

事務局から説明を行った。 

 

議  長 委員は子ども会の支援をしていると思うので、審議テーマについてご意見・ご

質問等いかがでしょうか。 

 

委  員 審議テーマ、家庭教育支援ということになるとここに書かれているとおりのこ

と。私は昭和 30 年代の生まれで、私の兄は戦後というところの影響を受けて

いた。時代がもう違ってきていて、今の時代ということになると、私の経験は

ここで話すことはできないと思っている。 

現状、確かに子ども会活動も少子高齢化の影響があると思う。未成年のお子さ

んを抱えているお母さん方の７割が就業しているという状況で、専業主婦とい

うか、そういう形で、子育てをしている方の割合が少なくなってきている。か
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つて鍵っ子と言われた、家に帰ってもお父さんやお母さんがいないことは、今

はほとんど。 

幼稚園の送迎バスのところまで行くのもお父さん、お母さんが代わる代わるや

っていると思う。 

PTA もそうだと思うが、子ども会の活動自体に親が関わりを持たない。かつて

PTA から入って、地域の子ども会活動に入り、子ども会活動から地域の役員や

運営に入る、あるいは副会長とか会長になっていくという流れがあったような

気がするが、今 PTA ということもなかなか、町内会というか自治体の中での

PTA 活動が、学区の中ですらもうほとんどなくなってきている。実際、私の町

内にも子ども会はない。 

各自治会・町内会に子ども会がなくなってきている。横須賀市子ども会指導者

協議会の夏休みキャンプ等も子ども会からの引率者が出せず、参加者が減少し

ている。 

親１人子ども１人の参加も多くなってきている。子ども会活動は、子ども達が

子どもの集団の中で学び、成長することを目的とするものと考えている。 

『家庭教育』とは広いので、どういう風なテーマでこれを語っていくとか、子

ども会ということと家庭教育ということをどう結びついていくのか、私からど

ういう意見を言えばいいのか、その方向性、どの辺をポイントにお伝えしてい

いかというのは、まだブレがあり、明確な回答ができないと思っている。 

PTA 活動は 10年前に比べて３割減とかという状況になってきている。実際、子

ども会がない町内会・自治体は昔に比べると半分というのは大げさかもしれな

いが、もう３割ぐらいはあるのではないかと思っている。的が絞れず申し訳な

いが、家庭教育ということになると、この辺のからみと子ども会活動というの

が、どのように結び付けている発言かというのは難しい。 

 

議  長 現状について説明があった。子ども会や PTA について、もしかしたら私ども昭

和世代の家庭とかなり変わってきていて、そもそも家庭という概念が変わって

きていのではないかとご指摘をいただいたと思っている。条件をまず考えてい

くという意味でも貴重なお話をいただいた。次に委員、お願いします。 

 

委  員 中学校１年生の息子が一人いる。やはり私達が成長していた昭和と全く違う。

叱らないとかそういう感じでいるので、小学校も中学校もとても過ごしやすい。

子育ての仕方というのは初めてだが、戸惑っている部分もある。私たちの時代

になかったネット環境が当たり前のようにあり、幼い子の子育てで困った時と

はまた違う別の悩みがある。家庭教育というのは家庭それぞれ違うが、重要な

課題ではあると思っている。特に横須賀市は自衛隊の基地があるので、他の地
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域とは違った家庭のあり方があると思うので、その辺りも考えていけたらいい

と思う。 

 

議  長 確かに子育ての仕方というのは、令和世代の子育てみたいな形で変わってきて

いるかもしれないし、ネット環境という違いも大きいかと思う。横須賀独自の

事情なども含めて検討する必要が出てくるかと思う。 

続いて、子ども会についてはかなり数が減っているという話を聞いていますの

で、委員、ジュニアリーダーについての視点からいかがでしょう。 

 

委  員 ジュニアリーダーの主な活動は、今までは子ども会において活動してきた。今 

11 年目になるが、私が最初にやっていた頃は子ども会が結構多くあり、その中

でも盛り上がっている子ども会と、あまり盛り上がっていない子ども会があっ

た。 

盛り上がっている子ども会とは、と見ると結構ジュニアリーダーズの OB・OG

の方々がいて、その人たちがどんどんジュニアリーダーを呼んでくれて、かな

り盛り上げていこうというのがあった。 

では盛り上がりがそうでもないところはどうなのかと見ると、子どもたちはい

るが、親の方々があまり積極的ではない。でも未成年の私たちが活動している

ので、安全の面で少し保護者の方に引率をしていただかなくてはいないという

部分があって、その引率がいないから参加できない方々も多く、どちらかとい

うと子どもたちというよりも、保護者・大人たちが、その子どもたちに経験さ

せる部分をなくしてしまっているのではないかと感じている。 

あとは子どもたちの習い事がとても増えている。私たちは主に学生なので、土

日に活動しているが、土日だとクラブがあるから、午後だけきてもいいですか

など、子どもたちがなかなか自由に遊べないという環境もあると感じている。 

部活・クラブをやっている子達と、あともう一方で学童クラブに通う子どもた

ちも結構いて、学童クラブという世界でのコミュニティもあると思うのだが、

そこからさらに広がるという機会がない。そもそも同じ学童クラブだと、小学

校も一緒で、同じ子どもたち同士で遊ぶ機会が多く、今まで出会ったことない

子たちと遊ぶなどのコミュニケーションを広めるという部分は減ってきている

ように感じている。 

 

議  長 保護者の関わり方で、子ども会の盛り上がり方が変わってくるというのは確か

にあると思う。習い事や学童クラブもそうだし、障害のある子どもの放課後の

デイサービスなども普及しているので、本当に子どもの放課後は習い事もたく

さんあるので、放課後の風景は確かに変わってきているところがあると思う。 
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では PTA の委員、いかがでしょうか。 

 

委  員 まず保護者が忙しいというのはわかる。 

それから情報がたくさん得られる中で、例えば PTA の役員をやらされるだろう

かとか、子ども会で役員やらされるだろうといった情報があると、ピタッと出

てこなくなる。自分の自治会で子ども会をやっていたが、やはり親が出てこな

いところから始まって、１回崩壊してしまった。なんとか町内会の育成の部分

で子ども会をもう一度やろうと、保護者じゃない人たちが一緒に子どもたちを

集めて芋掘りをやった。先ほどおっしゃられたとおり、保護者に全然ついてき

てもらえないので、子育てが終わっている世代の子ども会役員に、負担がもの

すごくかかる。 

あと PTA の方も先ほどお話ししたとおり、子どもたちの習い事が多い。 

スマホの普及もものすごく影響していて、本当に孤食のところが多いと思う。

家庭教育の基本は食だと思っていて、１日１回でも親が一緒に食事をして、子

どもの顔を見て、いつもどおりのようだけど顔色が少し悪いなと思えば、何か

悩みがあるのか、とか何か話ができる機会になるが、いかんせん孤食ではなか

なかできない。それと朝ごはんを買っている小学生がちらほらいる話をきく。

本当は、買い食いはだめですが、おそらく家で作るのではなくて「コンビニに

行ってご飯食べな」と。家庭の中の食やスマホのことはすごく重要だと思って

いる。 

この前も北海道で SNS がきっかけになって殺人が起こってしまった。その SNS

等のリテラシーを教える術がない。親より子どもの方がスマホにたけていて、

スマホのリテラシーであるとか、そういったことを親が教えきれていない。た

だでさえ、人付き合いがうまくできない子どもたちが、大人と同じツールを持

ってしまえば、トラブルが起きるのは当たり前だと思う。そういったルール作

りなどの話し合いも家庭教育の一つで、重要になっていくと思っている。先ほ

ど他の委員がおっしゃられたとおり、PTA の役員から子ども会の役員へという

話は、僕も経験からすると子ども会の役員が PTA の役員になり、PTA から町内

会の中に入ってくるイメージだったが、いずれにしろコミュニティが崩壊して

しまっていて、PTA の成り手もないというところかと思っている。 

 

議  長 非常にリアルなところをお話しいただき、たくさんキーワードをいただいた。

続いて、委員は小学校の先生ですが、簡単にお願いしたい。 

 

委  員 非常に難しい。家庭教育という言葉は慎重に考えさせられる言葉だと思った。

先ほどからもお話が出ているように、私たちの育ってきた時代と比べてしまう
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ところがあって、やはり自分の主観で、そこは違うのではないかとか、今の時

代はこうなんだとか、そういう風に比べているところもある。やはり変わって

いる部分もあるので、そこをどのように伝えたらいいのかというのは、学校の

中でもすごく難しくなっていると思っている。 

ここ数年、コロナがあったことで横のつながりが薄れたというのがあり、例え

ば自分が子育てをしていた時には、ちょっとしたことで例えば学校の疑問があ

った時に聞ける人や友達がそばにいて聞けたことが、今はダイレクトに学校に

おうちの人がきいてくるというパターンが増えたと思う。それは周りに聞ける

人が減ったのかなと。そういう横のつながりができてくると、おうちの方も気

持ちが柔らかくなったりする部分があるのではないかと個人的には思っている。

非常に難しい問題だと捉えている。 

 

議  長 横のつながりというのは社会教育の中でも大切な要素だと思っている。そこは

確かにコロナ禍にあったコミュニケーションが難しくなるという課題もある。 

そもそも家庭そのものも変わってきて、コミュニケーションの取り方も変わっ

てきて、そこからも検討していかないと、このテーマは行き着かないことがあ

る。この審議テーマにすることについてご意見などある方はいらっしゃるか。 

 

委  員 おそらくこの中で、一番現実的な親の状況や子どもたちの育ちが０歳からたく

さんあるので、もう本当に１歳になれば、みんなスマホを使う。世の中、家庭

は何でもやってくれるのが当たり前な流れ。子育て支援はとても大切で、いい

と思うが、手ぶらで保育とか誰でも通園制度とかも国の方で言われている。子

育て支援はとてもありがたいが、親の養育力と言うか、子育てをする力がどん

どん落ちてしまう。やはり教育が変わってきて、私たちが行う保育は、予測不

可能な社会を生きていく子どもたちをどう育てていくかというテーマ。子ども

たちの非認知能力だったり、自分で考えて行動する力だったり、そういうもの

を育てないと、この先、生き抜けないというぐらい言われているのが現状なの

で、その辺りも勉強していただきたい。 

一人で育てるのではなく、今日初めてこの会議に参加して知ったが、横須賀に

は素敵な美術館があったり、博物館もあったり、もっと利用できるものがたく

さんあるのに、あまり身近に利用してないことを実感した。ぜひ横須賀にいた

らこんな活動があるよ、こんな風に親子で出かけられるよと。 

難しく考えてしまうと重くなると思うので、横須賀に生まれ育ち、こんな風に

育てることが、未来の子どもたちに対して私たちにできることと思っているの

で、明るい方向で、みんなでこうできたらいいと思った。 
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議  長 素晴らしいご提案をありがとうございます。社会教育施設で、魅力的な事業や

たくさんのプログラムをやっていらっしゃいますので、そうしたこともこの場

でまとめていくということもできますね。 

 

委  員 議論をしていくための基礎資料みたいなものは手に入るか。 

実際に、子ども会がもうないというのは、保護者の興味関心がないから子ども

会に入らないのか、そうではなく、そもそも子どもがいないからなのか知りた

い。 

僕は子どもがいないと思っているのだが。 

かつて 1000 人ぐらいいた浦賀中学校の生徒が、今年は 570 人ぐらいですけど、

いやいや 570 人というのは三浦市の中学生と同じくらいの数ですよ、みたいな

話で。この少子化の流れはすごく急激で。15 年後の 15歳人口は、今の半分ぐ

らいになるという話も聞いたことがあるので、我々の基礎知識として持ってい

ないと、論証がなくなってしまう。人口減もそうだが、そもそもの子ども減の

現状の基礎資料をもらえるのか。もしくは子ども会の参加率とか、数ではなく

率でもらえれば。率は変わってない、ということであれば何でもないが、率が

減っているとしたら、ちょっとこれは大変でしょうと。 

多分無理だと思うが、それを踏まえた上で議論していかないと、と思う。 

 

議  長 子ども会の参加率は難しいかもしれないが、学校の子どもの数＋児童生徒の数

＋子ども会の数も、もしかしたらスポーツ少年団の数とか、そうした基礎資料

があるかもしれない。 

 

事 務 局 市の教育委員会の教育政策課で、児童生徒数の推計などもあるし、市の統計で

人口全体のものが出ているので、例えば 15歳までの子ども達の数が減ってい

るというような人口動態は分かると思う。 

それから、児童生徒の推計でも子どもたちが減少しているというところがわか

ると思う。 

子ども会に関しては、地域コミュニティ支援課が町内会の関係を扱っているの

で、町内会が絡んでいる子ども会などについては、率は難しいと思うが、人数

はもしかするとある程度探れるかもしれない。あと、当たってみないとわから

ないが、市の民生局福祉こども部で、子ども関係の活動をしている子ども会の

ようなグループのデータが手に入る可能性が、もしかしたらある。いずれにし

ても資料を探しておく。児童・生徒数推計と人口については 統計を取ってい

るので、出せるはず。 
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委  員 町内会というとせきららすぎるので、行政センターごとの人口減とか。 

 

事 務 局 窓口サービス課の住民台帳で、管区ごとの人数の統計が出ていると思うので、

ある程度その行政センター区の人数もわかると思う。 

 

議  長 宿題になりますけれども、事務局、お願いします。それでは、このテーマでよ

ろしいですか。 

（委員 挙手）では委員、お願いします。 

 

委  員 確認です。あくまでも家庭教育の支援ですよね。家庭支援ではないですよね。 

この資料を見ていると、家庭において家庭教育というのはもう限界を迎えてい

ると言っているように受け止めてしまったが、あくまでも家庭における家庭教

育をどうするかで。 

千差万別という話も色々出ているが、そこにフォーカスしてしまうと議論が発

散してしまうと思うので、あくまでも、本来、家庭教育で担うべきものが今は

どうなっているのか。これからどうなってしまうのだろうか。それを横須賀市

に落とし込んだ場合どうなるのか、という方向で見た方がいいのかなと漠然と

思っている。 

最後にボーイスカウトの研修会や講習会でされる話を参考に紹介したい。 

教育を３つにカテゴライズして捉えているのだが、1つはフォーマルな教育。 

いわゆる公的な制度とかの法令に基づいている学校教育が最たるもの。もう 1

つがインフォーマル教育。これが家庭教育。家庭で、個々のおうちの事情で行

われていく、いわゆるしつけだとかマナーだとか、そういったもの。３つ目が、

ノンフォーマル教育といい、例えばボーイスカウト・ガールスカウトだったり、

海洋少年団だったり、町内会をベースにした活動だったり、公のルールに従っ

て行われるものではないが、一定の規則・ルールに基づいて組織的に行われる

教育。そのノンフォーマルな部分というのが家庭教育をサポートする、という

もの。少なくとも最初に言ったフォーマル・学校教育は、枠外だと思うし、イ

ンフォーマルな家庭教育はもはや限界だとなると、もしかしたらノンフォーマ

ルな部分で、家でやってほしい家庭教育だけど、何かそれに代わるものとして、

ノンフォーマルという。何かのヒントになればと思って紹介させていただいた。 

 

議  長 大切な質問かと思います。ここは事務局の領域ですが、私が答えます。家庭支

援ではなく家庭教育の支援のこと。あくまでも社会教育法の第５条のように、

情報の提供であったり、機会の提供であったりで、福祉で行っているようなこ

ととは違う。色々な情報を出していくというだけで、貴重な支援になると思う。 
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それから、フォーマル・インフォーマル・ノンフォーマルという話があったが、

ラフに何かやってみたらこうなったという話ではなくて、子ども会とか基盤が

あった時のある程度の枠があったうえでのノンフォーマルな教育というような

ことをチョイスしていくということになるかと思う。あくまでフォーマルにや

っていくものでは全くない。前向きな明るい方向に持っていけるといいように

思う。その上で、このテーマに決めることについて異議がある方はいらっしゃ

いますか。 

よろしいでしょうか。 

（異議なし） 

それでは家庭教育支援に関することを審議テーマに設定にする。ありがとうご

ざいます。 

 

11 その他連絡事項 

 

事務局から事務連絡を行った。 

 

委員から、スマホ・SNS フォーラムの案内を行った。 

 

最後に議長が宣言し、会議は終了した。 

 

（閉会） 

 

以上のとおり相違ありません。 

 

 

 

議事録署名年月日 令和 年 月 日 

議事録署名人 


